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中学校カウンセラー長期研修の概要
最近カウY セラー(counse lor 面接相談員Jというととばは，ある程度専門的に相談K燐わる人を
示すものとして ，いろ円ろ念場合に用いられている。たとえば.助力を必要とする人や媛助を求める人
に対して，適切左知識や情報を提供し処置処過をするためのアドバイザー(adviser助言者〕やコンサ
ルタン トCconsultant 相談相手 〉という意床で用hる場合と，ともκ悩みをいやしときほぐす心理療
法を行なうためのセラピスト(therapi st治療者)という意味で用いる場合とがある。しかし，どのよ
うな相談であろうとも，それを効果的に推進するための基本的条件は，助力を必要とする人や援助を求
める入と相談に燦わる人との相互の信頼や埋解K基づ〈人間関係の旅立である。
ζの人間関係の確立は，あらゆる苅人的接触κ求められているものである。特I'L心理療法や精神医学
に携わる人々は，クライエント(client来談者あるいは患者〕に援するKあたって，人間の内的左現実
の世界を濯解するため， クライエントが表明する言語その他を積捗的Uて傾聴する態度，クライエントを
自己満足的に取扱うとする自己自身の衝動を処理しきれる態度合どが望まれてh る。さらに.ロジャ
ーズ(Rogers .O.R.)が提唱する心理療法としてのカウンセ リングの理論技術は，人間関係に治ける望ま
しい人格変容に関寸為ものであ h.そのカウンセリングの条件としては.人間愛I'L基づ〈肯定的在積磁
的尊重，人聞の内的設現実の世界を学ぶ傾騰、K基づ〈共感的国解11:どであって，カウンセラーの態度が
重複念条件と会っている。との刀ウンセリングの条件は，カワンセ 1)ニノグ場面のみならず他のあらゆる
場面にないても，その人間関係の確立と.:r-の改善のために.適用できる仮説であると考えられてhる。
カウンセ リングの理論技術は，その笑践的品検の選J~健在・集大成したものにすぎ1J:lr>のであるから，単
κ知的に理論技術を学習するだけでは .理輪後術的{引先やその附究肘畿と現総技術の紹介在どに役立つ
であろ号が.カワンセラーとして臨床に燐わるととはむずかしい。であるからカワンセリングの実践的
経験をとなして.自ら世聾会的Kカウンセリ Y グを学習し..J!l1論技術の知的な学習を補うとともVて，さら
に自己自身Kか左ったやり方で統合深化し自らの笑践の弓ちκ生かすζとが重要である。
カウンセリングを経告鮒:JI'L学習するとい句 ζ とは.カウ Y セリングlモ学ぶといってよいものであり，
h主，ととκhるクライエントに導かれ念がら.自己自身への問いかけの弓ちに.人聞の内的な現実の
世界を理解するために傾聴し受容しょ今とい句心の躍動であり，クライエントとともに人間存在とその
生成の過程を実感するととである。 ζの工苛な経験は.'iさし〈人間的学習といってよいものであろう
ζのためUとは，カウンセラー自身の自己教育 ・修練ともい今べき自己研修を必要とするし，クライエ
ン卜の悩みをいやしときほぐす援助は.カウンセリングの思論技術では1i<.かりもののカワンセリン
グの条件でも念ぐ.英Kカウンセラーの自己研修K基づく人間的出合いに訟ける対話の条件，態度その
ものである。カウンセラーはクライエントvc.うかつなかろか念応対をするものでもなければ，一時し
のぎに苦しまぎれな応答を与えるものでもな<.ナべてをクライエン トとともに介かち合うとい号苅人
的接触の状況である。 ζのよ勺な菅床K沿いて，カウンセラーは，常I'Lクラ イエントに接するにあたb
カウンセリングの経験のあるなしにかかわらず，絶えず自己研修の出発点K立っているにすぎ左いので
あって.カウンセリングはその専心的な臨床組倹Jもの自己研修に基づく笑践である。われわれは，当教
育研究所の教育相談にかけるカワンセリンク・を割当し . その実践的縦験の~笑を相互κ共同研究協議し
-2-
以Jけ合って，ともどもκ自己研修vc励み努力しているのである。
当教育研究所では .特に県内中学肢に会ける生徒指導の充実発展の嬰誇Kζたえ.その一助のために
昭和 39~度から ， 中学校にむけるカウンセラーの養成をめざす「中学校カウンセラ ー長期研修 J を実
施している。
ζの研修は ，県内市部為、よびそれと近援する町村の中学校で現vc生徒指導を担当し ，とれに関ずる実
践的研究業献や研究謀題をもっ教員を対象VC.当教育W'f究所になける教育相談の施設設備とその活動を
活用する長期間の宿泊研修を実施するものであ り.カウンセ リングに関する笑践的経験と臨床的研究を
する級会を与えよ弓とするものである。
カウンセラーの終成については .カワンセリングがきわめて自己研修VC"Iつ実践であるため'fC.一定
の研修方法を針附するととがむずかしいので，とれまでの教育相談活動からの実践的経験の事笑とそれ
共同研究協議K基づいて .一応研修災施上の計凶にそって災施する。研修内容を便宜的にわけでみると
講義，笑習，研究論女作成などである。講義はカウンセリングの研究上の視点を得るための導入 ・紹介
であり ，教育概論 ・生徒指君主 ・臨床心毘学 ・相談心理字・精神医学 ・小児医学在どの 18講義を実施し
特VC.専門的総義の一部vcついては .新潟大学医学部 ・教育学部.f~連事課をどから .それぞれ専門の方
々を講師陀迎えて実施した。実習は人間心耳主の短解のための研究方法を習得すふための実技 ・実演であ
h • 心主ILt全査ðllJ定法 ・ ガウンセリングの役割演技 ( role寸)aying).事例観察記録研究左ど 5実習を笑
施した。研究論文作成は，研修員が個人的研究課題について .自主的陀調査研究し論文としてま とめた
ものである。在弘、.研修期間中研修負が学務する中学校には .別途K代替教員が特配されている。
本年肢の中学校プ1ウンセラー長期研修は .3か月ずつ 4期Kわけで実施し.その研修員の総数は 12 
名であった。 Ii!f修)tJì中研修J~一人一人が，自らのí1n向上のためVC . 講義・実習 ・ 研究論文作成上枝ど
のいろいろな問題や疑問を所員とと もκ共同制究協議し.カクンセ リングとそれに関係する諸科学の専
門省・報告宮などを寸暇を惜しんで精読し研究κつとめた。そうして .研修員はそれぞれ自己自身にか
なったやり方で.研修のすべての経験を統合する自己併修に精励努力した。との研修員の自己研修の一
端を示すものは.個人的研究課題K基づ〈研究論文であり.研修の修了にあたっては，教育長 ・学校長
などを招いて .修了式を行念うとともVC.研修員の研究論文発表会をも笑廊した。研修員は .研修修了
後勤務している中学校の教育相談活動や生徒指導K従事しているが.その笑蹴句研究態度が各学校の教
育活動にい〈らかでも役立つならば幸いである。
ζζに掲l践する研修Aの研究論文は ，それぞれの研修員が独自の椛想で笑施した調資研究の概要であ
り.完成したものであるとはいいがたいが .Idf修員の個人的研究の方向を伺い知るととができるであろ
う。
との研修の:l1!t~所員であるわれわれKとっては . 研修良一人一人から人間的に学ぶと とろが多 < .研
修をとお、して，ともに自己研修vc励み合うととができたととを .1 2名の研修員に感謝するしだいであ
る。
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